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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子座は、ATリッチDNA相互作用ドメイン含有タンパク質をコードしています。このタンパク質はSWI/SNFクロマチンリモデリング複合体の構成要素であり、細胞周期活性化に関与している可能性があります。この遺伝子座がコードするタンパク質は、ATリッチ相互作用ドメイン含有タンパク質1Aと類似しています。これら2つのタンパク質は、SWI/SNF複合体の互いに排他的なARIDサブユニットとして機能します。これらの複合体は互いに相反する役割を果たします。異なるアイソフォームをコードする、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2012年2月],注意：Met-1とMet-59のどちらが転写開始因子であるかは不明です。,機能：クロマチンリモデリング（DNA-ヌクレオソームトポロジーの変化）による特定の遺伝子の転写活性化と抑制に関与します。 DNAに非特異的に結合する。,類似性:1つのARIDドメインを含む。,サブユニット:SWI/SNFクロマチンリモデリング複合体の構成要素であり、その一部ではARID1A/BAF250Aと相互に排他的となる。BAF (SWI/SNF-A)複合体の構成要素であり、少なくともアクチン(ACTB)、ARID1A、ARID1B/BAF250、SMARCA2、SMARCA4/BRG1、ACTL6A/BAF53、ACTL6B/BAF53B、SMARCE1/BAF57、SMARCC1/BAF155、SMARCC2/BAF170、SMARCB1/SNF5/INI1、およびSMARCD1/BAF60A、SMARCD2/BAF60B、またはSMARCD3/BAF60Cの1つ以上を含む。筋細胞において、BAF複合体にはDPF3も含まれる。SWI/SNF-B（PBAF）複合体の構成要素であり、少なくともSMARCA4/BRG1、SMARCB1/BAF47、ACTL6A/BAF53AまたはACTL6B/BAF53B、SMARCE1/BAF57、SMARCD1/BAF60A、SMARCD2/BAF60B、おそらくSMARCD3/BAF60C、SMARCC1/BAF155、SMARCC2/BAF170、PB1/BAF180、ARID2/BAF200、ARID1A/BAF250AまたはARID1B/BAF250B、およびアクチンから構成される。 SWI/SNF様EPAFb複合体の構成要素であり、少なくともSMARCA4/BRG1、SMARCB1/BAF47、ACTL6A/BAF53A、SMARCE1/BAF57、SMARCD1/BAF60A、SMARCD2/BAF60B、SMARCC1/BAF155、SMARCC2/BAF170、ARID1B/BAF250B、MLLT1/ENL、およびアクチンから構成される。ARID1A/BAF250AおよびARID1B/BAF250Bを含むSWI/SNF様複合体の構成要素である。C末端を介してSMARCA2/BRMおよびSMARCA4/BRG1と相互作用する。 SMARCC1/BAF155と相互作用します。,組織特異性:心臓、骨格筋、腎臓で高レベルで広く発現します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	BAF250B抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	BAF250B抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のBAF250bポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

